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協会概要：組織と事業内容



国際教育支援事業部：日本留学総合情報提供

● の運営
８言語

（日、英、簡、繁、韓、ベ、IN、タイ）



国際教育支援事業部：大学国際化支援

●大学等の外国学生の学歴判定に係る業務の受託

・学歴調査
・教育機関や

教育省へ問合せ
・入学資格判定

うち、

学歴関係
書類 受領

判定結果レポート納品

請負大学数：13大学 年間処理件数：約200件

ABK



日本におけるFCEをめぐる現状と課題・問題点

〜スライドの流れ〜

■日本の大学(短大含む)、大学院、専修学校の入学資格は
■条文の解釈
■実例
■個別の入学資格審査
■外国学修歴を評価するとは
■アドミッションの現場における課題・問題点



■日本の大学(短大含む)、大学院、専修学校の入学資格は

→ 「学校教育法」で規定されている

・学校教育法
日本の学校教育制度について定めた法令

・施行規則
法律を施行するための細則

・告示、施行通知
新たな決定事項のお知らせ
「学校教育法施行規則等の一部改正について(平成◯年◯月◯日)」など

＝判定根拠



■条文の解釈(1)

「外国において学校教育における  十二年の課程を修了した者」

「当該国の学校教育制度上の課程」かどうか

「その課程の12年目を修了した」かどうか

（学校教育法 施行規則 第150条第1号）

〜大学学部（短期大学）の入学資格の場合

①

①

②

②



■事例(1)



■事例(1)



■事例(1)



■事例(1)

学校所在地の管轄教育局および学校へのヒアリングから…
・当該校はカナダの中等教育課程と中国の中等教育課程を提供
・カナダ のニューブランズウィック州または中国の中等教育課程修了資格が取得可能
・どちらの課程を取るかは生徒の選択制

中国の教育課程を選択していた場合、

カナダの教育課程を選択していた場合、

「外国において学校教育における  十二年の課程を修了した者」

（学校教育法 施行規則 第150条第1号）

に、該当する。

「    同条文   」 に、該当しない！

管轄教育局発行の卒業証書を確認

当該州発行の修了証を確認



■条文の解釈(2)

「外国において、学校教育における十六年の課程を修了した者」

（学校教育法 施行規則 第155条第1項第2号）

〜修士課程・博士課程（前期）の入学資格の場合

「外国の大学その他の外国の学校において、修業年限が三年以上である課程
を修了することにより、学士の学位に相当する学位を授与された者」

（学校教育法 施行規則 第155条第1項第4号の2）



■事例(2)



■事例(2)



■事例(2)

Middlesex  Universityの学士プログラム（最短二年）

SAE Institute(インドネシア) 

Middlesex  Universityより学士学位授与

Middlesex University 
London

提携

「外国において、学校教育における十六年の課程を修了した者」

「外国の大学その他の外国の学校において、修業年限が三年以上である

課程を修了することにより、学士の学位に相当する学位を授与された者」

条
文
に
該
当
？



■個別の入学資格審査

（学校教育法施行規則の一部改正等について（平成15年9月19日 15文科高第391号）より）

二 個別の入学資格審査の実施に当たっては以下の点に留意されたいこと。

（１）個別の入学資格審査に当たっては、
⒜ 専修学校や各種学校等における学習歴や、大学の科目等履修生としての単位の取得などの個人の学習歴
⒝ 社会における実務経験や取得した資格など
に基づいて、高等学校を卒業した者と同等以上の学力があると認められる者であるかどうかを審査すること。

（２）個別の入学資格審査にあたっては、適切な審査体制を設けるとともに、個人の学習歴等を明らかにする書類
等に基づいて行うなど適切な審査方法によること。これらの審査体制、審査方法については、適当な方法により公
表すること。

「大学院において、個別の入学資格審査により、大学を卒業した者と同等以上の学
力があると認めた者で、二十二歳に達したもの」（学校教育法施行規則第155条第1項第8号）



■外国学修歴を評価するとは

学校について

取得資格について

12年課程修了相当の学力試験、IB、バカロレア、アビトゥア、GCE-A level、

・当該国の学校教育制度上の課程か
・または他国の教育課程か
・課程は認可、認証評価を受けているか
・何年間の課程か
・その志願者は何年目を修了しているか

・学校の種別（大学、高校、専門学校、塾）
・公立、私立
・認可、認証評価
・設置課程

課程について 法
令
へ
の
適
合

学
習
歴
や
資
格
の
同
等
性



■アドミッションの現場における課題・問題点

（事例1より）

・FCEの重要性に対する認識
専門家の育成、スキルの蓄積と継承、判定の不均質

（事例2より）

・個別の資格審査の必要性
法令の限界、審査体制・審査基準の確立

情報共有・アドバイジングのためのネットワーク、プラットフォーム

・
人
事
異
動

・
体
制
の
未
整
備

・
非
デ
ジ
タ
ル
処
理

事案のデータベース化 → 判定基準決め、作業マニュアル作成



以上、ご清聴ありがとうございました。

公益財団法人アジア学生文化協会
国際教育支援事業部

星 明廣
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